
３つの「密」を避けるための取り組み

会議室食堂 執務エリア

●食事ﾊﾟﾀｰﾝ増による密集防止
●対面着席禁止による密接回避

交互/片側着席

衝⽴設置

●執務場所拡大による密集防止
●対面業務職場での密接回避

執務エリア拡大
ソーシャルディスタンスを確保した席次

窓・扉の開放

入室人数制限

入室前消毒徹底

窓・扉の開放

●密閉・密集を防ぐ取り組み
●窓・扉開放による換気

食事レーン
ソーシャルディスタンス確保

トレー受取場での消毒徹底

対面作業における飛沫感染予防



管理職による消毒作業を想定した
防護服着用マニュアル整備

日々の体温セルフチェックシートの提出
と職制による体調確認徹底

罹患者発⽣確認後の
⼀⻫帰宅マニュアルの整備

①検温結果…高熱はないか
②咳はないか
③普段と違う倦怠感、だるさはないか
④痰、息切れ、喉の痛みはないか
⑤味覚・嗅覚の異常はないか
⑥熱を下げる薬の服用はないか
⑦家族/友⼈知⼈等が、⾃宅待機の対象も
しくはPCR受診していないか︖

熱中症予防の徹底

生産現場の取り組み



その他取り組み事例

ロッカー 寮

ロッカー滞在時間短縮

入場前消毒徹底

食堂対面着席禁止

通勤バス換気および消毒徹底

管理⼈マスク着⽤

共有エリア

フィットネスエリア閉鎖

喫煙エリア
ソーシャルディスタンス確保

検温忘れのための体温計
設置(守衛所）

手指消毒徹底



食堂・購買において
ソーシャルディスタンスを保つための目印を設置

感染飛沫シートをカウンターに設置
会議・研修室は常に開放

全研修室の扉の数に応じたドアストッパーを追加で購入し対応

対面の接触を回避するために
無人レジを導入
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